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平成 20年度築理会総会懇親会報告
20 年度築理会総会懇親会運営委員長

渡辺　一男 ( Ⅰ部 1972 年卒 )
大林組東京本社東京建築事業部

今年も恒例の総会・懇親会が、築理会会長をはじめ
多くの運営委員の方々のご協力の下、神楽坂校舎 17階
の会議室、講堂を利用させていただき 5月 24 日（土）
盛大に開催されました。
参加者はご来賓、手伝いの現役学生さんを含めて
100 名ほどの会となりました。今回は理大神楽坂新校
舎の建設開始を祝し、ＯＢの皆様の旧交を温めていた
だくことと、会に出席いただいた皆様が十分に楽しん
で頂ける事を目的として、色々な工夫を凝らした会を
運営委員一同の努力により開催することが出来ました。
総会の後、懇親会の開催に先立ち本年度理科大を退
官される大岩氏により「チベット建築～周辺諸国から
の影響とその独自性」というテーマにて講演会が実施
されました。大岩氏ご自身によるチベット建築の探訪
談や様々な考察を取り入れた大変有意義な内容で参加
者の評判も非常に良いものでした。
懇親会は開会の言葉に続き理大塚本理事長、竹内学
長のご挨拶から始まり、来賓の方々のご挨拶と続き昭
和 27 年理学部化学科卒の西村氏による今年 3月に竣
工した「理科大発祥の地記念碑」建立にまつわる四方
山話なども拝聴させていただきました。ちなみにこの
記念碑建立にあたってはそのデザイン、製作、施工に
当築理会が大いに協力し大学側から大変感謝されたも
のです。
会も中盤に差し掛かり懇談も大いに盛り上がってい
るところで今回のメインの催物として、理科大出身の
歌手 2名によるライブがありました。それぞれライブ
などで活躍されている祥子さんとタカミさんです。こ
れにはＯＢの方々も大変満足しているご様子でした。

最後に全員で校歌を斉唱
し、記念写真を撮影してお
開きとしました。
会の運営に当たっては
様々な問題点を運営委員の
皆様と半年くらいかけて会
合をもち、開催日、場所、
参加者の募集方法とその実
践方法、催物、料理等々試
行錯誤を繰り返しながら討

議し、開催へとつなげてまいりました。委員長である
私の到らなさの故ご不審やご迷惑をお掛けしたことを
お詫びするとともに皆様のご協力のおかげで大成功で
あったことに感謝申し上げます。
終わりに築理会懇親会は
築理会の年会費未納でもど
なたでも参加できますので
特にまだ一度も出られてい
ない方、二部ご出身の方、
女性の方も是非多数ご参加
くださいますようお願いい
たします。
なお、活動予定や次年度
の開催日などは築理会の
ホームページに掲載いたしますので参加ご希望の方は
是非ご一読ください。
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Special cross talk

築理会「新旧座談会」
築理会報 2008 年秋号の特集は、建築学科の創
世記を経験してきたベテランＯＢと、今春に学部
を卒業したばかりの若手との「新旧クロス対談」。
2007 年の築理会賞を受賞した野村奈菜子さん、
宮嶋晋一さんの二人と１期の中村弘道さん、５期
の石橋利彦さんにお集まりいただいた。コーディ
ネーターは 14 期の佐野吉彦さんにお願いした。
さて、どんな話が飛び出すか？

佐野　今日は先輩と若い皆
さん、新旧の間で建築への
共通の思いや、これからの
理科大がどうなっていくの
かなど、できれば明るい展
望で話を進めていきたいと
思います。まず年の順とい
うことで中村さんに、理科
大建築学科創設期の雰囲気
も含めて話をお聞きします。

中村　私はいわゆる「一期生」。校舎もできたばかり
の時期に入学しました。当時は研究室も整っていない
状況で、学生は意匠系より技術系のほうが圧倒的に多
かった。私は意匠系を目指したのですが、誰も相談に
ものってくれないし、面倒見もよくなかった。ですが、
これは結果として悪くない
環境だったのだと思います。
1966 年に卒業して佐藤武
夫建築設計事務所に入りま
した。その後、大高建築設
計事務所を経て、1971 年に
丹下健三・都市・建築設計
研究所に移り、結局は 16 年
間いました。そして独立し
て現在に至ります。

佐野　まさにフロンティア世代ですね。当時の雰囲
気も伝わってきます。次に 5期の石橋さん。このころ
は各学年もそろい、だいぶ状況も変わってきましたか？

石橋　そうですね。普通
の大学に入った感じでした。
大学の形は整っていたのだ
けれど、まだまだ産業界に
はＯＢもいない。私は大学
院に進学したのですが、修
士の１年目は建築用語辞典
の執筆の手伝いをして、文
学部みたいな感じでした。
1972 年に卒業して大成建設に 13 年間いました。最
初から独立するつもりではなかったのですが、ちょう
ど上司が皆、いなくなるタイミングがあってその機会
に独立しました。1985年に独立して、24年になります。
これまでに109のプロジェクトを手がけてきましたが、
どれも無くてはならない仕事でした。また、工学部と
理工学部の講師を担当しており、母校とのつながりは
あります。

中村　私も工学部で 3年くらい教えた。任期は 3年
ですよと言われて…

佐野　中村さんも最初から、ゆくゆくは自分で事務
所を開こうと思っていたのですか？

中村　学生のころなんて、先のビジョンなんてあり
ませんよ。そこでガーっとやるのがいい。計画的に人
生を考えるタイプのほうが成功するかもしれないけど、
僕はそういうタイプではなかった。ビジョンなく、行
き当たりばったりというか…

佐野　なるほど。では、若い世代の話を聞きましょ
うか。年の順ということで、宮嶋さん、そして野村さ
んという順で自己紹介をお願いします。

宮嶋　二部を今年の春に卒
業しました。実は理科大に
入学する前に文学部を出て、
コンピューターのＳＥを４
年ほどやっていました。そ
れが性に合わなくて、この
ままでいいのかな？と悩ん
だ結果、理科大建築学科の
二部に編入しました。今は
リフォームの工務店で現場監督の仕事をしています。

佐野　なぜ建築を？
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